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外科 に お け るClindamycinお よびLincomycinの 比 較研 究

石 山 俊 次 坂 部 孝 古 橋 雅 一 高 橋 右 一

笠 置 達 長 崎 祥 祐 川 上 郁 中 山 一 誠

岩 井 重 富 一岩 本 英 男 ・大 島 聡 彦 ・鷹 取 睦 美

日本大学石山外科

L抗 菌 スペク トラム

Heartinfusionagarの 培 地 を使 用 し,グ ラ ム陽 性 菌,

陰 性 菌 に対 す る抗 菌 力,抗 菌 スペ ク トラム を し ら べ,

Lincomycin(以 下LCMと 略 す)と 比 較 検 討 した 。

そ の成 績 は(表1),StaPh]lececcasaargas209Pを は じめ

そ の 他 の ブ ドウ球 菌 もO,05mcg/ml以 下 で 発 育 を阻 止

され,い ず れ もLCMの1.56～O.8mcg/mlよ り強 い抗

菌 力 を しめ した。 しか しEscherichiaceliで はLCMと 同

様100mcglml以 上 に抵 抗 し無効 で あ つ た 。

II・ 病巣 ブ ドウ球菌のClindamycinに 対 する感受性

最 近,外 来 および病棟 の外科 的感染 症患者か ら分離 し

表lSpectrum
●

た病 巣 ブ ドウ球'菌100=株 のClindamycin感 受 性 を しら

べ た。

測 定 法 は 寒 天 平 板 希 釈 法 で,培 地 はHeartinfUsion

agarを 用 い,前 培 養 に はBacto-Peptone(Difco)を 使

用 した 。

そ の成 績 は(表2),100株 中0・05mcg/mlで 発 育 を阻

止 され た も の が4株(4.0%),0・1mcg/mlが33株(33.0

%〉,0.2mcg/m12株(2.0%),0.4,0.8mcg/mlに 各4

株(4.O%),1。56mcg!m1に1株(1。0%)で それ 以 上 では

100mcg/ml以 上 の 高 度 耐 性 株 が52株(52.0%)で あっ

た。 な お 病 棟 患 者 よ り分 離 した50株 は ほ とん どす べて

が100mcg/m1以 上 を しめ して い た 。

これ をLCMの 成 績 と比 較 す る と,Clindamycinの 感受

性 株 はO.1mcg/mlに ピー クを しめ
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し,LCMの1.56mcg/mlの ピー

クに対 し低濃度 に分布 してい るが,

100mcg/ml以 上 の 高度耐性株 は

共に52株 と変 りな か つ た。 すな

わ ちLCMに 高度耐性 の ブ菌 は

Clindamycinに も耐性 で あ る が,

LCM感 受 性株はClindamycinに

対 していつそ う感受 性が強 い。

1肌 、 吸 収,排 泄

健 康 成 人2名 たClindamycin300

mg,同 一・一人 物 に数 日後600mgを

内 服 させ,そ の血 中,尿 中 濃度 を測

定 した 。

測 定 法 は,検 定 菌 にSarcinalutea

PCIIOO1を 用 い,Cylinderplate

methodを 適 用 し た。 使 用 培 地 は

Mycinassayagarに0.3%の イー

ス トラ ク トを 加 え,10ccの 薄 層 法

と した。 菌 量 は106と し,前 培 養 に

は 極 東 ブイ ヨ ンを 使 用 した 。

1)血 中 濃 度

成 績 は(表3),300mg使 用 の 場
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表2Sensitivitydistributionofstaphylococdtoclindamycininsurgical

丘elds(100strs.)
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Mlc(mcg/ml)
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表3Serumlevelsofclindamycin(peros300mg)

(S.luteaPCI1001Cylinderplatemeth◎d)

1/2■ 牙国6h・urs

濃度 を認めた。

600mg使 用は1例 が1

時後 に5.10mcglmlを 示 し

たが,平 均 では2時 間後に

4.65mcg/m1の 最高値を示

した。

次にLCMの 血中濃度に

ついて以前 当教室 で測定 し

T.F.♂54kg

(11.1mglkg)

K.M.665kg

(9.2mg!kg)

ave「age

Vor.

0。55 1.40 3.。 。1.25!。.96mcg!ml

0.42.2012.301.60

i
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・・4sl1・8・12・6S11・43i・ ・86mcgノ 凱1

表3/Serumlevelsofclindamycin(per◎s600mg)

儲 羅 膿eth◎d)
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K.M.♂65kg
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表3"Serumlevelsofclindamycin(peros600mg

and300mg)

儲 鷲 膿eth。d)

T.E♂300mg

54kg600mg

K.M。 ♂300mg

65kg600mg
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Vor。 1/211回4
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た もの と比 較 し て 見 る と,500mg服 用 で1時 間 後 で

o.31mcg/ml,2時 間後 でo.34mcg/m五,4時 間 後 で

L14mcg/ml,6時 間 後 には1.02mcg/mlと4時 闘 値 と ほ

とん ど変 らな い 値 が 得 られ て い るが,こ れ をClindamycin

と比 較 して見 ると,服 用 量 が 多 少 違 う関 係 も あ る が,

Clindamycinの ほ うが か な り高 い 値 を しめ し,最 高濃 度

値 の時 間 的 ず れ を しめ した。

2)尿 中濃 度

300mg使 用 の 場 合(表4),0～30分 後 で28～34

mcg/ml,30～60分 後 で65～75mcg/mlと 次 第 に増 加

し,1～2時 間 後 に 両 者 と も200mcg/ml,2～4時 間 後 で

も210～120mcg/mlと 高 値 を 持 続 した が,4～6時 間 後

で は50～60mcg加1と 低下 し,6時 間 ま で の尿 中 回 収

量 は 平 均46。7mg,回 収 率15.6%で あ つ た。

600mg使 用 は(表5>,0～30分 後 に か な りの排 泄 を

み(100～148mcg/m1),1～2時 間後 に 最 高 値(560～

170mcg/ml)に 達 した が,そ の 後,次 第 に低 下 し,6時

間 ま で の尿 中 回収 量 は 平 均102.65mg,17.0%の 回収

率 で あつ た 。

3)臨 床 使 用成 績

外 来 患 者17名 にClindamycinを 内 服 させ,そ の臨 床

効 果 を検 討 した(表6>。

対 象 はほ とん どが表 在 性軟 部 組 織 の感 染 症 で,年 令 は.

10～66才,性 別 は 男 子Il名,女 子6名 で あ つ た 。

図lSerumlevelsofclindamycin

(600mgand300mgperos)

O.76

1.20

0。86

1.20

合 に30分 後 でO.55～o.4mcg/ml,平 均0・48mcglm1で

あ つ たが,1時 間 後 に は1・40～2・20mcg/m1,平 均1.80

mcg/mlと か な りの濃 度 に達 し,2時 間 後 に3・00～2・30

mcg/ml,平 均2.65mcg/mlと 最 高 値 を 示 し,6時 間 後

に も0.96～o.76mcg/ml,v平 均o・86mcglm1と 比 較 的 高
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表4Urineconcentrationsofclindamycin(peros300mg>

(S.lateaPCIlOOlCylinderplatemethod)

T.F.♂54kg

K.M.664kg
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表5Urineconcentrationsofclindamycin(peros600mg)

(8.luteaPCIIOOlCylinderplatemethod)

lV・ぬb-1/2/ノ2-ll-2i2ん4i4-6h・urslT・tal
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33・156・1
(織ll謝118:魏9

OU
)
6
10
1
2

120mcg!ml

〈195)ml

79.3mg
l3.2%

102.65mg
l7.0%

使 用 量 は1日450mg1名,600mgll名,900mg

4名,1,200mgl名 で,こ れ を3～4回 に分 服 した。

使 用 日i数は3～18日,平 均 使 用 日数7。1日 間,使 用 総

量 は1・8～12.09,平 均 使 用 総 量 は4.89で あつ た。

治 療 効 果 は 次 の 基 準 に よつ て 判 定 した 。

。著効(卦):48時 間内に本剤単独使用で,

外 科的処置(切 開,排 膿等)を 用いず,補 助

的療法(冷 湿布,消 炎 剤等)の 併用のみで,

自他覚的症状 の緩解 を認めた もの。

。有効(+):① 本 剤単 独使用で,② 他の抗

生剤の併用で,③ 外科的 処置の併用で,72時

間以内に 自池覚的症状 の緩 解を認めた もの。

。無効(一):い かな る方 法を用 いて も自他

覚 的症状の不変,増 悪 を来 た した もの。

そ の結 果(表7),著 効3例07.6%),有

効12例(70.6%),無 効2例(ll.8%),有

効率88.2%で あつた。

副作用 は17例 中2例(11.8%)に 認め,

1例 は悪心,他 の1例 は悪心,食 思不振 の消

化器症状 であつた。 しか し臨床検査上 と くに

異常所見は認 め られ なかつた。

症例1031才,女,左 上肢 リンパ管炎

本症 例は罹 患5日 前に左手関節部 ガ ング リ

オ ン の 摘 出術 を 施 行 し,予 防治療 に 術後

Sigmamycin1日1,000mgを 経 口使 用 してい た が,5

日 目に 創 周 囲 の発 赤,腫 脹 と共 に 左 上 肢 リ ンパ管 炎 を 認

め,本 剤600mgを 使 用 した と ころ,翌 日に は リンパ管

炎 の 症 状 は 全 く消 失 した。

症 例II10才,女,右 下 顎 骨 々髄 炎

表6Clindamycinの 臨 床 成 績
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表7臨 床効果

;例 剃%陣 効率

薯 麩1;B二:罰}88.2%
無 効211.8』1.8%

当科受診 約1ヵ 月前 に39℃ 前 後の発熱 と共に右下顎部

の発赤,腫 脹,疹 痛 あ り。種 々抗生剤を使用 し症状の緩

解,増 悪 を繰返 して来院 した もので,来 院時,右 下顎部

に発赤,圧 痛,局 所熱感 と軽 度の腫脹,硬 結を認め,本

剤1日450mgを 使用 したが,72時 間後 も症状はほ と

ん ど不 変で,局 所 の波動 を軽 度に認 め,切 開術施行 した

が排膿は少量 であつた。 その後局所 々見で増悪の傾 向を

認あないので本剤 を継続使用 し経過 観察 したが,症 状は

不変のため本剤 の使用 を中止 した。

詰 語

Clindamycinは ア ップジ"ン 社 で 開 発 され たLCM

の新 しい誘導体であ る。

われわれは本剤の基礎 的,臨 床的検 討を行ない,次 の

結果を得た。

1)StaPh.aurettS209Pを は じめそ の他の ブ ドウ球菌 も

0.05mcglml以 下で発育 を阻止 され,い ず れ もLCM

の1.56～o.8mcglmlよ り強い抗菌 力を しめ した。

2)外 科的感染症か ら分離 された コアグ ラーゼ陽性 ブ

菌の感受性分布はLCMと 比較 し多少異 なつて い た。

すなわちLCMに 対 して高度耐 性株はClindamycinに 対

しても同様であつたが,LCM感 受性株 はClind批mycinに

対 していつそ う感受性が強い。

3)Clindamycin投 与後 の平均血 中濃度 は300mgl

回 服 用 で30分 後 に0・48mcg/m1,1時 間 後 で1.80

mcg/ml・2時 間 後 で2・65mcg/m1,6時 間 後 に お い て も

な お0・8mcg加1を しめ した。LCMで は500mg1回

服 用 で1時 間 後 にO・31mcg/ml,2時 間 後 で0.34mcgノ.

ml・4時 間 後 で1・14mcg/m1,6時 間 後 に は0.2mcglm1

を しめ した 。

4)Clindamycin600mgl回 服 用 に よ る最 高血 中 濃

度 は4・56mcg/mlで あ つ た 。

5)Clindamycinの 尿 中 濃度 は300mg1回 服 用 で ,

最 初30分 で28～30mcg!m1,30～60分 で67～75

mcg/㎡1,1～2時 間 で2eomcg/ml,2～4時 間 で210～

120mcg/m1,4～6時 間 で50～60mcg/m1を しめ した 。

Clindamycinの6時 間 まで の 尿中 排 泄 率 は15 .6%で

あ つ た。

また600mg服 用 で は6時 間 ま で の尿 中 排 泄 率 は17.0

%で300mg服 用 と同 程 度 で あ つ た 。

6)外 科 的感 染 症17例 にClindamycin内 服 に よ り治

i療した。1日 服用 量 は450mg,600mg,900mg,1,200

mgを 使 用 した。 成 績 は著 効3例(17.6%),有 効12例

(70.6%),無 効2例(11.8%)で 有 効 率88.2%で あ つ

た。

7)副 作 用 と して,2例 に 悪 心,食 欲 不振 の 消化 器 症

状 が認 め られ た が,ア レル ギ ー反 応 等 の 重 篤 な 副作 用 は

認 め られ な かつ た。
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A COMPARATIVE STUDY ON CLINDAMYCIN AND 

        LINCOMYCIN IN SURGERY
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 I. KAWAKAMI,  I. NAKAYAMA,  S.  IWAI, H. IWAMOTO, T. OSHIMA  & M. TAKATORI 

    The 3rd Department of Surgery, Nihon University School of Medicine, Tokyo

 Clindamycin is a new derivative of lincomycin, Upjohn. Our clinical and laboratory study on the 
drug was summarized as follows. 

 Minimal inhibitory concentrations of clindamycin against Staphylococcus aureus  209p,NEwmAN,TERApmA 
and SMITH were all the same and they were 0.05 mcg/ml, while those of  lincomycin(LCM) were 1.56 

 mcg/ml, 0.8  mcg/ml, 0.8  mcg/ml and 0.8  mcg/ml. Several strains reserved at our laboratory resisted 
100  mcg/ml of both clindamycin and LCM. 

 The sensitivity distribution of coagulase-positive staphylococci cultured from surgical infections 
against clindamycin was a little different from that against LCM. High resistant strains of staphylococci
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were samely resistant against  clindamycin as against LCM. However, among the strains sensitive or 
moderately resistant to LCM there were many strains sensitive to clindamycin. 

 Average serum concentration of clindamycin, when it was orally given at 300 mg as a single dosis, was 
0.48  mcg/ml after 30 minutes, 1.80  mcg/mi after 1 hour, 2.65  mcg/m1 after 2 hours and we could assay 
0.8  mcg/m1 even after 6 hours. Comparatively to say, LCM that of LCM, orally given in 500 mg 
as a single dosis, was 0.31  mcg/ml after 1 hour, 0.34  mcg/ml after 2 hours, 1.14  mcg/m1 after 4 hours , 
and we could assay 1.02  mcg/m1 after 6 hours. Maximum serum concentration of clindamycin was 
4.56  mcg/ml, when it was given 600 mg as a single dosis. 

 The concentrations of clindamycin, if it was orally given 300 mg as a single dosis were  28---34  mcg/ml 
in the first 30minutes'  urine,  67---75  mcgiml in  30-60 minutes' urine, 200  mcgfml in  1-2 hours' urine, 

 210-420  mcg/m1 in 2-4 hours' urine and 50-60  mcg/m1 in  4-6 hours' urine. Six hours' recovery 
rate of urine clindamycin was  15.6%. 

 Seventeen  cases of minor surgical infections were treated with oral clindamycin. Daily dosis was 
450 mg, 600 mg, 900 mg or 1,200 mg for each. The results were excellent in 17.6%, good in  70.6% 
and failed in remaining 11.8% of patients. 

 Two patients  (11.8%) complained of nausea, other one complained of nausea and poor appetite 
after take of the drug.




